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1 はじめに 
この資料は、フラッシュ書き込みに関する固有の注意事項について記載したものです。 
従いまして、書き込みの手順等の ICE の操作方法に関しましては、 
「microVIEW-Xross ユーザーズマニュアル(共通編)/(固有基本編)」をご覧ください。 
 

2 対応インストーラバージョン 
以下のバージョンでお使いください。 

SoC 名 Supported Versions 
adviceXross 
SMX600 

TMPM330 1.01 以降 
TMPM370 1.01 以降 
Other 1.01 以降 

 
 

3 事前準備 

3.1 セキュリティ機能 
  内蔵フラッシュメモリのセキュリティ機能を有効にしないでください。 

セキュリティ機能を有効にしますと、デバッグ通信不可となり ICE が使用できなくなります。 
セキュリティ機能が有効になる条件は以下の項目すべてに合致した場合となります。 
(詳しくは SoC のデータシートをご覧ください) 
- SECBIT レジスタのビットを"1"にセット 
- 内蔵フラッシュメモリのライト/消去プロテクト用の 
 全てのプロテクトビットを"1"にセット 
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3.2 内蔵 Flash に何も書き込まれていない場合 
 microVIEw-Xross は、reset コマンドによる接続後、プログラム表示(逆 ASM 表示)のため、リセットベクタ領

域をダンプします。内蔵フラッシュメモリに何も書きこまれていないとき(ベクタテーブルが、0xFFFFFFFF)、
0xFFFFFFFE をダンプしようとしてしまい、"ICE Error No.f58: スティッキーエラー"が発生します。 
 
【対策】 

ツールバーの Reset ボタンを右クリックし、「Reset 同期設定」ウィンドウを開く。 

 
 
内蔵フラッシュメモリにプログラムがダウンロードできたら(正しいベクタテーブルの値が 
書き込まれたら)、上記の設定を ON にもどしてご使用ください。 

3.3 Reset 種別について 
RESET 種別は「VECTRESET」を選択してください。 

Reset に同期してプログラムを開く 
の設定を、OFF にする。 
( = reset コマンドでダンプしない) 
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3.4 TMPM350 使用時 
 
3.4.1 MPU 固有設定 
 [MPU]メニュー<MPU 固有設定>の注意点 

 
 
 

手動設定 
20MHz 
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nSRSTアサート: ON 
リセットベクタブレーク: 設
定する 

VECTRESET に設定 
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ターゲットシステムにあわせて 
JTAG、またはSWDを選択 
(ターゲットシステムに依存) 
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4 フラッシュメモリ接続タイプ 
  フラッシュメモリのメモリ接続タイプは 32bit×1 でお使いください。 
 

5 フラッシュメモリ定義ファイルの設定 

5.1 TMPM354 使用時 
  Macro0、1 それぞれに対してフラッシュメモリマッピング設定が必要です。 
  以下のフラッシュ定義ファイルをお使い下さい。 

Macro  フラッシュ定義ファイル 
0 TMPM354F10T_MACRO0.frd 
1 TMPM354F10T_MACRO1.frd 

 

6 ICE 作業用ユーザーRAM 設定 

6.1 TMPM350 使用時 
ICE 作業用ユーザーRAM は設定しないでください。 
 
 

7 その他 

7.1 TMPM350 使用時 
7.1.1 フラッシュ書き込みは常に全領域に対しておこないます 

TMPM350 のチップ仕様により、フラッシュ書き込みはブロック単位ではなく、全領域に対しておこ 
ないます。また、ダウンロードデータ以外のデータは前回値を書き込みます。 

 
7.1.2 ライトプロテクト 
SLX600Rev2.16 以前、ZX600 使用時 
フラッシュ書き込み*1 終了後、TMPM350 のライトプロテクトはすべて解除状態になります。 

 
SLX600Rev2.17 以降使用時 
フラッシュ書き込み*1 前後でライトプロテクトの状態は変わりません。 

 
*1 内蔵 Flash に対するダウンロード、イレース、ソフトウェアブレーク設定に伴う書き込み 
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